
１．施設名等

～

利用料金制 採用している 採用していない

前年度からの変更 あり なし

（変更ありの場合、その内容）

％

％

（２）利用者数、利用料金収入の増減理由

（利用者数）

（利用料金収入）

（１）施設の利用者数と利用料金収入

令 和 元 年 度 指 定 管 理 者 運 営 状 況 検 証 シ ー ト

45,313

対前年度増減率

△ 1.0

60,120 60,062

施設名

58,992

平成27年度

消費税及び地方消費税の税率引上げに伴う利用料金の改定

58,99258,992

社会福祉法人　愛媛県社会福祉協議会

愛媛県松山市持田町三丁目８番１５号

平成31年4月1日

電話

58,992

２．指定管理者

３．施設の概要と指定管理者が行う業務等

指定管理者名

設置目的

平成28年度 平成30年度 令和2年度令和元年度

（平成6年12月1日）

県所管課

ＨＰ

( ５年間 )

保健福祉部社会福祉医療局保健福祉課

平成29年度

令和2年3月31日現在

089-921-5070
所在地

愛媛県総合社会福祉会館

年度

開館日・開館時間

４．指定管理業務に係る県の委託料（協定締結額）

施設内容

令和6年3月31日

（設置年月日） https://www.ehime-shakyo.or.jp/

民間の社会福祉活動の拠点として、福祉に関する情報の提供、相談、研修等を行う
とともに、各種の行事又は集会に必要な施設を提供する。

多目的ホール（定員３００人）、研修室（定員１００人）、視聴覚室（定員５０人）、第１会
議室（定員４６人）、第２会議室（定員４６人）、円卓会議室（定員２８人）、託児室（定員
児童約５人）、福祉サロン（定員２０人）、ボランティア活動交流室（定員２４人）

指定管理者が
行う業務

指定期間

施設の管理体制

44,636

①介護に関する知識、技術及び機器の普及に関すること
②各種の行事又は集会に必要な施設の提供に関すること
③その他必要なこと（①、②に関するもの）
④会館の利用の許可に関すること
⑤会館の利用に係る料金の収受に関すること
⑥会館の利用促進に関すること
⑦会館の施設、附属設備及び備品の維持管理に関すること
⑧その他知事が定める業務

施設の外観

利用者数(人)

令和元年度

45,333

（開館日）年末年始（原則として12月29日から翌年1月3日まで）以外
（開館時間）午前9時～午後9時

利用料金収入(千円)

利用料金等

県委託料（千円）

５．施設の利用状況

50,148 △ 6.2

6,043

平成28年度年度 平成30年度

48,313

平成29年度平成27年度

5,9706,668

-

5,913

　新型コロナウイルス感染拡大により、２月末か
ら利用を控える団体等が増えたため、利用件数
とともに利用者数が減少した。

対前年度増減率が±５％以上の場合、その理由
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27年度 28年度 29年度 30年度 元年度

利用料金収入

（千円）

利用者数

（人）

利用料金収入 利用者数

常務理事

事務局長

総務企画部

地域福祉部

福祉人材部

福祉振興部

経営管理課

地域福祉課

福祉資金課

人材研修課

長寿介護課

調査支援課

運営適正化委員会事務局

会館管理センター（４名）

介護実習・普及センター（１名）
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　ア）サービス向上を図る主な取組み

　（○は指定管理者制度導入以降、継続的な取組み、☆は令和元年度の新たな取組み、※は利用者からの要望により実施）

　イ）利用者からの声への対応状況（令和元年度）

　県内各種福祉団体の活動拠点として、福祉に関する相談窓口や福祉介護人材等の養成、県民ボランティア支援等の機能を高め、効率的な
施設運営を行い、利用者数及び利用件数の増加など一定の成果を上げている。自主的に福祉用具フェアの開催、災害時の訓練や備蓄などを
継続して実施しているほか、利用者の要望に対し、会館では不足する機能を周辺施設の利用を促すことで補うなど、柔軟な取組みによりサービ
ス向上に努めている。
　本施設は、平成6年に設置し、開館後25年以上が経過しており、施設設備の老朽化の進行に伴い修繕費等の増加が懸念される状況にあり、
効率的な施設・設備の運営と利用者の安全確保に努める必要があることから、修繕の優先度を見極め計画的に改修を行っていく。
　また、新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、会館としても感染対策が求められるため、指定管理者と協力し、施設整備を含めて必要な対
応を行っていく。

８．指定管理者制度の導入による効果と課題の検証

７．令和元年度実績に係る施設の利用状況及びサービスの質向上に向けた取組みに関する確認・検証

利用者からの評価や苦情・要望の主な内容 利用者からの苦情・要望への主な対応状況

　継続して、機関誌への広告掲載等を通して、比較的利用が少ない夜
間や１月、４月、１０月、研修室、円卓会議室の利用を促進する。
　また、令和元年度に導入した施設周辺情報マップ（有料駐車場、食事
施設等）を活用し、利用者に必要な情報を提供するなど、会館の機能を
周辺施設で補完しながら、利用者の利便性の向上を図る。

　身障者用トイレへの人感センサーの導入、利用者向けの施設周辺情
報マップの作成及び配布等、利用者の需要に的確に拾い上げ、迅速
に対応している。
　新型コロナウイルス感染症の流行により年間の利用者数及び利用
料金収入は減少したが、１月までの利用料金収入の比較では増加し
ており、取組みの成果と思われる。
　引き続きサービス向上に努め、利用率の向上を目指していただきた
い。

・貸出備品リストを作成するなど、利用者に、予約時など事前に
提供できる備品、機材の周知を徹底できるよう努める。
・施設周辺情報マップ（有料駐車場、食事施設等）を活用し、コ
ピー機、駐車場の情報提供を行う。
・ホワイトボートの利用状況を把握し、修繕等の対応を検討す
る。
・張り紙、見回りを継続し注意喚起を徹底する。

・ＵＳＢコンセントがほしい。
・プロジェクターがほしい。
・コピー機があると便利
・駐車場を増やしてほしい。
・ホワイトボートが古くなり、字の消えがとても悪い。
・３階喫煙所の煙草の煙、話し声が気になる。

○ロビー展の実施
○会館利用者を対象としたアンケートの実施
・ ホームページの改修
・ 予約状況に係る会館スケジュールの公開
・ ＦｒｅｅＷｉ－Ｆｉサービス
・ 館内電気のＬＥＤ化の推進
・ 災害用物資の備蓄・担当職員による定期的なフロアチェック
・ 施設周辺の大型マンション建築による駐車場出入口・隣接道
路の視界遮断に対応する事故防止対策の検討
☆利用者向けの施設周辺情報マップ（有料駐車場、食事施設
等）の作成、配付
※身障用トイレの電気スイッチの人感センサーの導入
※３階テラス・喫煙所に目隠し用パーテーションを設置
【介護実習】
○福祉用具・住宅改造展示場において、特別企画展を開催
・ えひめ福祉用具フェア（えひめ福祉用具・住宅改修展示会）の
開催
・ 福祉用具・住宅改修普及講座・講習会の出張講座等にて対応
できる講座メニューの公開
・ 介護支援専門員研修、広報誌等を通じてのセンター業務の周
知

令和2年度の内容(予定含む）

○ロビー展の実施
○会館利用者を対象としたアンケートの実施
・ ホームページの改修
・ 予約状況に係る会館スケジュールの公開
・ ＦｒｅｅＷｉ－Ｆｉサービス
・ 館内電気のＬＥＤ化の推進
・ 災害用物資の備蓄・担当職員による定期的なフロアチェック
☆新型コロナウイルスなど感染症等の予防対策の取組み
☆SNS等を利用した情報発信
【介護実習】
○福祉用具・住宅改造展示場において、特別企画展を開催
・ えひめ福祉用具フェア（えひめ福祉用具・住宅改修展示会）
の開催
・ 福祉用具・住宅改修普及講座・講習会の出張講座等にて対
応できる講座メニューの公開
・ 介護支援専門員研修、広報誌等を通じてのセンター業務の
周知

令和元年度の内容

指定管理者の自己検証 県の施設所管課の確認・検証意見

６．サービスの質向上に向けた取組み
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